
 

愛媛大学学業成績判定に関する規程 

 

平成１６年  ４月 １日 

規 則 第 １ ５ ３ 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、愛媛大学学則（以下「学則」という。）第２０条及び愛媛大学大学

院学則（以下「大学院学則」という。）第２３条に定める学業成績の判定に関して、必

要な事項を定める。 

（学業成績の判定） 

第２条 学業成績は、試験及び平素の成績を総合して判定する。 

２ 学業成績の判定に際しては、あらかじめシラバス等で評価基準を学生に周知し、明示し

た基準に基づき厳正に判定する。 

３ 各学部、各研究科規則又は各学環規則の定める履修科目の届出がない者は、判定の対象と

しない。（試験） 

第３条 試験は、筆記、レポート、口述、実演・実技試験等により実施する。 

２ 試験方法及び日時は、その授業科目の担当教員の定めるところによる。 

（平素の成績） 

第４条 平素の成績は、研究報告、随時行う小考査、学習状況等によって判定する。 

（出席時間数の取扱い） 

第５条 各授業科目につき、その開講時数の３分の２以上出席していない者については、 

その授業科目の学業成績は、判定しない。ただし、別に定める申合せ等で正当な理由に

よる授業欠席として認めた場合は、この限りでない。 

（評点） 

第６条 学業成績評点は、各授業科目につき１００点をもって満点とする。 

（単位修得の評点） 

第７条 ６０点以上の学業成績評点を得た授業科目については、所定の単位を修得したも

のとする。 

（学業成績判定の評語） 

第８条 学業成績判定の評語は、原則として秀、優、良、可及び不可とし、その区分は、 

次のとおりとする。 

評語 評点の範囲 基準 

秀 ９０点以上１００点まで 授業科目の到達目標を極めて高い水準で達成している。 

優 ８０点以上９０点未満 授業科目の到達目標を高い水準で達成している。 

良 ７０点以上８０点未満 授業科目の到達目標を標準的な水準で達成している。 

可 ６０点以上７０点未満 授業科目の到達目標を最低限の水準で達成している。 

不可 ６０点未満 授業科目の到達目標を達成していない。 

（不正行為の取扱い） 

第９条 試験に際し不正行為を行った者については、当該学期の全学業成績は、判定し

ない。 

２ 前項の不正行為を行った者は、愛媛大学学生懲戒処分規程第３条第５号及び第５条

の規定に基づき、処分する。 

（授業料未納により除籍された者の単位の取扱い） 

第１０条 学則第４５条第３号及び大学院学則第４４条第３号の規定により除籍された者



については、授業料未納期間に係る単位は認定しない。 

 

附 則 

この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成１７年度以前に入学した者に係る学業成績判定の評語については、改正後の第８ 

条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２８年７月６日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成３０年４月２５日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 


